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太宰フアンの集い mHIm 

作
家
太
宰
治

生
誕
祭
が
 

六
月
十
九
日
、

県
内
外
か
 

ら
太
宰
フ
ァ

ン
約
三
百
人
 

来 
宴 
の 
み 
な 
さ 
ん一 

が
芦
野
公
園
に
集

い
、
文

学
碑
に
献
花
し
、
生
誕
九
 

十
五
年
を
祝
い
ま
し
た
。
 

品
す

レ

郵
 

開
会
式
で
鳴
海
町
長
は
 
何

識
M
 

治
の
長
女
津
島
園
子
さ
ん
 

が
「
太
宰
文
学
の

価
値
が
 

理
解
さ
れ
、
皆
さ
ま
に
読
 

み
継
が
れ
て
い
ま
す
。
太
 

る
 

「後
世
に
太
宰
文
学
を
伝
 
溺

瞬
 

え
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
 
報

m
油
 

己
零
」
記
簾
加
宰
 
鳶
長
 

文
学
碑
に
献
花
す
る
鳴
海
町
長
 

宰
の
不
思
議
な
魅
力
に
私

も
驚

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
 

か
ら
も
生
誕
祭
が
続
い
て
 

い
た
だ
き
た

い
。」
 
と
あ
 

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
続
い
 

て
、
東
京
都
三
鷹
市
で
、
 

太
宰
治
ゆ
か
り
の
地
観
光
 

ガ
イ
ド
長
田
清
さ
ん

（
八

十
九
歳
）
が
太
宰
治
の
作

品
『
待
つ
』
を
感
情
豊
か

に
朗
読
し
ま
し
た
。
 

金
木
女
声
合

唱
団
チ
 

エ
リ
ー
コ

ー
ル
が

歌
う
、
 

太
宰
治
の
恩
師

川
口
豊

三
郎
詞
曲
の
「
太
宰
碑
讃
」
 

(
 

り あいさつする
津島園子さん 

さくらんぼを献上惨た
名川さくらんぼ娘、 

『撰ばれてあることの 
悦惚と不安と 
二つわれにあり』 

献
花
す
る
参
列
者
 



文
 

由
牛
 

金木女声合唱団 
チェリーコールの皆さん 

の
歌
声
が
、

会
場
内
に

聞
 

こ
え

て
く
る
な
か
を
参

加
 

者
た
ち
は
、

ユ
リ
や
バ

ラ
 

な
ど
を
文
学

碑
に
献

花
し
 

ま
し
た
。
 

ま
た
、

太
宰
治
記

念
館
 

「斜
陽
館
」
仏
間
に
お
い
て
、
 

五
十
五
年

ぶ
り
に

里
帰
り
 

し
た
津
島
家
『
御
仏
壇
』
 

遷
座
式
に

二
百
名
の
方

々
 

が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
太

宰
治
が
文
学
界
に
残
し
た
 

多
大
な
業
績
を
讃
え
、

中

央
公

民
館
で
太
宰
治

生
 

誕
を
祝
う
会
が
開
催
さ
れ
、
 

多
く
の
太
宰
フ
ァ

ン
が
 

語
り
合
っ

て
い
ま
し

た
。
 

祝う会であいさつ
小野正文先生 

津島家仏壇に手を合
わせる津島園子さん 

津
島
家
を
代
表
し
て
 

あ
い
さ
つ
す
る
田
沢
陽
さ
ん
 

(
 

津島家『長女津島たま』写真公開
旧津島家中の蔵『収蔵資料展』 
平成17年1月 4 日～ 3月21日 

太宰治直筆展・写真展 
8 月19日まで 

太宰治・初版本展、版画展 
9月 4 日～26日 

生誕95年記念 

イベント開催H程 
開催会場 

太宰治記念館「斜陽館」 

●太宰治・青春の海さし絵展 
太宰治・細密画展 
10月 4 日～24日 

●太宰治ゆかりの地写真展 
11月1日～12月19日 

●
 

●
 
、
爪
，
 
、
 
、
 
、
 
●

●
、
●
、
、
 
，
，
」
甲
 

、
 
●
 
嚇
 
軸
 
，
 
H
 

太
宰
治
記

念
館
「
斜
陽
館
」
の
入
館
者
が
今
年
 

二
月
に
六
十
万
人
を

突
破
し
、

近
年
、
観
光
客
か
 

ら
斜
陽
館
内
で
説

明
を
聞
き
た

い
と
い
う
要
望
が
 

多
い

こ
と
か
ら
、

教
育
委
員
会
が
七
月
九
日
、
役
 

場
さ
く
ら

の
間
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
講
習
会
 

を
開
催
し
た
。
 

講
習
会
は
全
五
回
開

催
さ
れ
、

基
本
的
で
ガ
 

ド
知
識
や
ガ
イ
ド

マ
ナ
ー
を
身

に
付
け
、
斜
陽
 

概
要
と
ガ

イ
ド
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
習
得
し
、

実
 

研
修
後
、

斜
陽
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
 

活
躍
し
ま
す
。
 

第

一
回
目
の
講
習
会
に
は
、
太
宰
会
会

員
、
、
王
 

婦
な
ど

の
方
々
が
参
加
し
、
木
下
教
育
長
か
ら

趣
 

」星
寸
説明
の
後
、
講
話
が
あ
り
、
田
中
豊
忠
氏
が
『
ポ
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
楽
し
さ
』
と
題
し

て
、
世
 

界
遺
産
白

神
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
体
 

験
し
た
喜
び
と
楽
し
さ
を

ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
口
 

調
で
話
し
、
角
田
周
氏
は
「

観
光
客
の
ニ

ー
ズ
は
 

多
様
化
し

て
い
る
。
 

要
求
は
激
し

い
も
の
 
一
 

I
一
ー
 
八
 

が
あ
る
。
そ
れ
に
応
 

え
る
知
識
や
マ
ナ

ー
 

が
必
要
。
」
と
『
観
光
 

ガ
イ
ド
と
ガ
イ
ド

マ
 

ナ
ー
』
に

つ
い
て
話
 

し
て
い
た
。
 

参
加
者
た
ち

は
、
 

熱
心
に

メ
モ
を
執
り
 

な
が
ら
真
剣
に
両
氏
 

の
講
話
を
聞
い
て
い
 

た
。
 

戸

・
・

‘
…
 

m
・
砂

r
「
伊
‘
・
川
巨
 

観光客のニーズに応えるために 

、噛
 て地館 

~ (kーィ事ン‘書ン～奪ンー 
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嘉瀬八幡宮で奉納舞 
	

元気に踊る荒馬 

~、 

ボク！！がんばるョ。 

しっかりネ！~ ソーラ 踊れ！~ 

《包 郷
土
愛
と
 

伝
統
芸
能
を
継
ぐ
 

『五穀豊穣と無病息災』を願い、嘉瀬地

区子ども会育成会（会長＝白川春左衛門） 

が6月13日、嘉瀬地区の各沿道で虫おくり

を披露しました。 

嘉瀬公民館で開会式を行い、木下教育長

などから激励のことばを受けた後、地元の

人たちが見守るなか、虫を先頭に嘉瀬公民

館を出発しました。 

子どもたちは、各家々の前で荒馬・獅子

舞・太刀振りなどの踊りを披露し、約6キ

ロメートルの道のりを練り歩き、沿道から

は、大きな声援と拍手が送られていた。 

今日の本番に向けて子どもたちは、笛の

吹き方、鐘の叩き方、太鼓の打ち方などの

練習は欠かさず参加し、一生懸命に励んで

いました。 

また、育成会の皆さんは、前日の虫作り

と台車への飾りつけや当日の昼食の準備な

どに地域みんなで取り組んでいました。 

昼食は任せなさい！! 
	

飾り付けは大人たち 
	

練り歩く子供たち 

底瓶か鷹ぎ r鉾z周骨叫  



勤
労
観
・
職業
観
の
育
成
を

目
的
に
金
木
高
校
（
校
長
廿
岩

城
徹
）
の
二
学
年
（
八十
一
名
）
 

が
六
月
十
六
日
、
十
八
日
の
一1
1
 

日
間
、
町
内
外
二
十
四
事
業
所

で
職
場
体
験
学
習
（
イ
ン
タ

ー
 

ン
シ
ッ
プ
）
を
し
ま
し
た
。
 

生
徒
た
ち
の
就
職
等
の
悩
み

と
な
っ
て
い
る
職
場
の
現
状
や

就
職
へ
の
蚕
女
を
職
場
体
験
で

総
合
的
に
理
解
さ
せ
、
進
路
へ

の
意
識
向
上
を
図
り
、
今
後
の

就
職
活
動
の
良
い
機
会
に
な
れ

ば
と
、
同
校
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
 

「
 

」
 

る
理
人
行
少
 
し
の
助

1
 
し
今
強
と
地
支
行
健
 
レ
社
犯
須
北
野
実
 

―
解
を
 
わ
年
た
須
役
 
ド
役
た
年
調
全
域
え
や
や
 
こ
 

1会
罪
崎
地
俊
施
社
 

と
 
と
取
れ
た
人
崎
の
参
場
 
。
で
月
 
国
づ
合
犯
か
の
 
ド
を
や
由
区
逸
委
会
 
こ
キ
 

い
協
 
り
 
る
 
ち
た
由
前
加
前
 
五
間
一
 
く
 
っ
罪
な
運
 
し
築
非
美
保
中
員
 
を
 
！
募
 

う
 
カ
巻
た
の
ち
美
で
者
に
 
十
と
斉
旦
て
を
成
動
き
 
こ
行
ー
護
里
会
明
 
形
方
 

丙
が
て
め
更
や
民
 
、
た
到
 
四
し
に

E生
防
長

iょ
し
う
 
の
が
司
辞
ー
、
る
 
二
天
一
 

呑
ネ
地
に
星
非
茅
保

g暑
 
固
そ
毎
参
言
’
ぎ
菩

Aな
と
な
七
会
篇
萎
で
 
全
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

実
施
委
員
会

（
委員
長
H
小

野
俊
逸
中
里
町

長
）
、
津
軽

北
地
区
保
護
司
会
（
会
長
H
 

須
崎
由
美
）
が
七
月
一
日
、
 

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い

社
会
を
築
こ
う
と
町
内
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
『
青
少
年
の

健
ゃ
か
な
成
長
を
助
け
、
非

行
や
犯
罪
を
防
ぎ
、

誰
も
が

支
え
合
っ

て
生
き
て
い
け
る

地
域
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
』
 

と
全
国
一
斉
に
毎
年
七
月
に

強
調
月
間
と
し
て
実
施
さ
れ
、
 

今
年
で
五
十
四
回
を
迎
え
ま

し
た
。
 

役
場
前
に
到
着
し
た
パ
レ
 

ー
ド
参
加
者
た
ち
は
、
角
田

助
役
の
前
で
、
保
護
司
会
長

の
須
崎
由
美
氏
が

「罪
を
犯

し
た
人
た
ち
ゃ
非
行
を
し
た

少
年
た
ち
の
更
生
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の

人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
」
 
と
いう
内
容
が
書
か
れ
 

(
I
)

そ
0
)

景
仔
亮

U
)
 
i
 

て
い
る
法
務
大
臣
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。
 

伝
達
後
、
参
加
者
た
ち
は

角
田
助
役
か
ら
激
励
の
言
葉

を
受
け
て
、
次
の
目
的
地

の

市
浦
村
と
小
泊
村
へ
向
け

て
、
 

車
列
パ
レ
ー
ド
に
出
か
け
ま

し
た
。
 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
 

須
崎
会
長
 

へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ～ー~ 

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ヅ
セ
ー
ジ
伝
達
 I 

広穂か彦ぎ悠言玖周暑 偏
で
 

主
な
職
場

体
験
内
容
 

圏
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
 

資
料
展
示
室
の
展
示
ガ
ラ
ス
拭

き
や
初
め
て
の
窓
口
業
務
で
、
緊

張
し
な
が
ら
も
観
光
客
に
手
際
よ

く
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
な
ど
。
 

圏
津
軽
三
味
線
会
館
 

演
奏
開
始
の
案

内
放
送

や
音

響

・
照
明
操
作
、
舞
台
セ
ッ
ト
や

窓
口
業
務
な
ど
。
 

圏
観
光
物
産
館
マ
デ
ィ
ニ

ー
 

商
品
の
陳
列
や
補
充
、
店
内
で

の
接
客
、
屋
外
店
舗
部
分
掃
除
な

ど
。
 

圏
第
一
保
育
所
 

子
ど
も
た
ち

と
仲
良
く
遊
ぶ
 

『
コ
ツ
』
を
学
ん
だ
実
習
生
徒
は
 

「小
さ
な
子
ど
も
と
接
す
る
機
会

が
少
な
く
、
最
初
は
戸
惑
い
も
あ

っ
た
が
、
先
生
方
の
お
か
げ
で
無

事
終
え
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
体

験
を
生
か
し
、
今
後
の
進
路
に
役

立
た
せ
た
い
」
と
感
謝
と
抱
負
を

話
し
ま
し
た
。
 

チケット販売は『笑顔で』 音量調整『OK 』 

見栄えの陳列を ハイポーズ！! 


